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住 地 の 物 語 Histoire de  l’habitation hu-
maine』（1875）など，建築や住まいに関す
る一般向け啓蒙書の執筆に力を注ぎ，その最
後の著書は『デザイナーの物語 Histoire d’un 
dessinateur』（1879）であった。同書は，以
下の二点で注目される。
第一に，建築家，建築修復の専門家，そし
て合理主義的建築思想によって知られるヴィ
オレ＝ル＝デュックは，若い世代にとっての
デザインおよびフランスにおけるデザイン振
興の重要性を認識し，唱導する，同国にとっ
てはまれなデザインとデザイン教育の先駆者
であったことが，最後の著書『デザイナーの
物語』に読み取られる。このことは，ヴィオ
レ＝ル＝デュックがフランスの美術アカデ
ミーとエコール・デ・ボザールにおけるクラ
シックな建築教育の最大の批判者であったこ
とと考え合わせると，デザイン史研究上重要
である。
第二に，ヴィオレ＝ル＝デュック最後の著
書『デザイナーの物語』は，北斎および『北
斎漫画』に触発されて上梓された側面が大き
いことが，同書と『北斎漫画』全１５編を比較
すると，かなり明らかになる。『デザイナー
の物語』のなかでは，レオナルド・ダ・ヴィ
ンチと北斎（あるいは北斎に代表される日本
の絵師）が対等に比較されており，ヴィオレ
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＝ル＝デュックの「デザイン観」「デザイ
ナー観」を知る上で興味深く，私たちに，
「デザインとは何か」「デザイナーとは何者
か」を再考する機会を与えるという意味でも，
同書は重要である。
『デザイナーの物語』は，幼い少年ジャン
が，その素描の才能を見抜いたマジョリン氏
から，動植物のかたち，透視図的世界，地形
や地球の見え方など，体系的なものの見方と
してのドローイングあるいはデザインを学び，
ヴィオレ＝ル＝デュック同様，エコール・
デ・ボザールには学ばず，権威的・形式主義
的ではなく，より合理的で実践的なエコー
ル・サントラルに学び，パリの工場経営者た
ちに名の知られたデザイナーになって行く物
語である。
マジョリン氏は，ヴィオレ＝ル＝デュック
が幼いころ絵を学んだ伯父ドゥレクリューズ
を想わせ，やや自伝的要素があるが，ジャン
は建築家や著述家になるわけではないので，
『デザイナーの物語』はヴィオレ＝ル＝
デュックの自伝ではない。また，エコール・
デ・ボザール批判が随所にちりばめられてい
るところなどは，内外に知られた建築著述家
の最後の著作としてはあまりにも生々しく，
素人を対象とした物語とはいえ，ある意味で
幼い印象を与える。しかしながら，『デザイ
ナーの物語』は，ヴィオレ＝ル＝デュックの
デザイン観を興味深いかたちで書き留めた貴
重な記録であることに違いはない。
『デザイナーの物語』に読み取る限りでは，
ヴィオレ＝ル＝デュックの理想のデザイナー
はレオナルド・ダ・ヴィンチであった。また，
同書は，そのテキストや挿図からして，その
執筆時期に全15巻が完成しパリにもたらされ
ていたと想像される『北斎漫画』に示唆され，
まとめられた側面が大きい刊行物であるよう
に思われる。
ヴィオレ＝ル＝デュックにとっての「デッ
サン（デザイン）」は，フランスの美術アカ
デミーやエコール・デ・ボザールの支配下に
矮小なものと化してしまっていた「デザイ
ン」ではなく，世界の見方を知り，小さな家
具や道具から，大きな建造物まで，すべてを
つくる「デザイン」であった。
美術アカデミーが生れる前に生きたレオナ
ルド・ダ・ヴィンチ，西洋の美術アカデミー
の外側に生きた北斎，そして，美術アカデ
ミーに徹底的に対抗して生きたヴィオレ＝ル
＝デュック。彼はレオナルドと（実際には名
前を知らなかったであろう）北斎に，日々描
き続ける，自分と同じ万能のデザイナーの姿
を見ていた。ヴィオレ＝ル＝デュックにとっ
ての「デッサン」は，ジョルジョ・ヴァザー
リの言葉を借りるならば，「絵画，彫刻，建
築の父」としての「デッサン（ディゼー
ニョ）」なのである。
『デザイナーの物語』の終わり近くでは，
「産業芸術 l’art  industriel」という言葉が否
定的に参照される一方で，後のバウハウスを
想わせるような実践的な工房教育の試みにも
触れられており，概して，産業デザイン教育
においてはイギリスに後れをとっていたとさ
れるフランスの書物の内容としては意外で，
フランスのデザイン史，とくにデザイン教育
史の隠れた一面が読み取れる。ヴィオレ＝ル
＝デュックにとって「産業芸術 l’art  indus-
triel」に代わる言葉は，『デザイナーの物
語』の書名と内容からすれば，「l’art du des-
sin デザインの芸術」，つまり造形芸術ある
いは最広義の「デザイン」であったのだろう。
